
令和３年度

史料紹介
天保期対馬藩における八郷の役職

研究論文

研究ノート
宗義成・宗義質口宣案の伝来 

正徳度信使費用拝借の舞台裏
重要文化財 「高麗版一切経　附　大般若経」の修理における補修紙作成
対馬宗家による朝鮮鷹の輸送と献上



鰐
浦
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
自
生
地

　
　
　
　
　
　（
国
の
天
然
記
念
物
）

　
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
モ
ク
セ
イ
科
の
大
陸
系
植
物
で
、
古
代
よ
り
大
陸
へ
の
窓
口
で

あ
っ
た
対
馬
を
象
徴
す
る
植
物
と
し
て
、
対
馬
市
の
木
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
馬
北
部
の
鰐
浦
地
区
は
国
内
最
大
の
自
生
地
で
あ
り
、
五
月
初
旬
の
開
花
期
に
は

三
〇
〇
〇 

本
と
い
わ
れ
る
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
が
一
斉
に
白
い
花
を
咲
か
せ
、
初
夏
に
積

も
る
雪
の
よ
う
で
す
。

　
波
の
穏
や
か
な
日
に
は
、
山
を
白
く
彩
る
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
花
の
影
が
海
面
を
白

く
染
め
る
こ
と
か
ら
、「
海
照
ら
し
」
の
別
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

・
昭
和
三
年 

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

・
平
成
二
一
年
三
月 「
島
の
宝
一
〇
〇
景
」（
平
成
二
一
年
三
月
）
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
馬
観
光
物
産
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
　
　
　
　
　
　



「
宗そ
う
よ
し
よ
り
と
し
ょ

義
和
図
書
」

  （
宗
家
文
庫
史
料
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）

　
一
四
代
藩
主
宗
義
和
（
一
八
一
八
～

一
八
九
〇
）
が
受
給
し
た
図
書
。
図
書
と

は
、
朝
鮮
国
か
ら
日
本
人
通
交
者
に
与
え

ら
れ
た
印
の
こ
と
で
あ
る
。
宗
家
当
主
は

朝
鮮
通
交
を
担
う
こ
と
が
決
ま
る
と
図
書

の
受
給
を
求
め
る
使
節
を
朝
鮮
に
派
遣
し

て
図
書
を
受
け
取
っ
た
。
そ
し
て
、
名
義

人
の
当
主
が
家
督
を
相
続
す
る
と
、
図
書

は
朝
鮮
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
宗
家
文
庫
史
料
に
は
義
和
と
一
三
代

藩
主
宗
義
章
の
図
書
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー　
所
報

長
崎
県

２
号

一
九
世
紀
　
真
鍮
製
　
　6.6

×6.6

×8.0

1



2

目次

概要

Ⅰ 調査研究

Ⅱ 保存修復

Ⅳ 情報発信

Ⅲ 国内外の研究機関との連携

基本理念と主要事業・概念図

沿革

スタッフ紹介

------------------------------------------------------------------------------- 4

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------6

--------------------------------------------------------------------------------------------------14

--------------------------------------------------------------------------------------------------94

--------------------------------------------------------------------------------------------------------96

-------------------------------------------------------------104

---------------------------------------------------------------------------------------106

---------------------------------------------108

------------------------------------------------------------------------------------------------------109

---------------------------------------------------------------------------------------------110

----------------------------------------------------------------------------------16

------------------18

-----------------------------------------19-26

--------------------------------------27-36

--------------------------------------------37-51

-------52-63

-----------------------------------64-91

----------------------------------------------------------------------102

資料閲覧室の利用について

研究入館者・資料貸出 / 返却・寄託 / 寄贈 / 購入・資料調査・レファレンス

研究ノート「宗義成・宗義質口宣案の伝来」古川 祐貴

史料紹介「天保期対馬藩における八郷の役職」丸山 大輝

研究論文「正徳度信使費用拝借の舞台裏」古川 祐貴

研究論文 「重要文化財「高麗版一切経 附 大般若経」の修理における補修紙作製」 

　　　　　　　　　　　　　　　　                  藤井 良昭・竹内 友希子・堀田 圭吾

研究論文「対馬宗家による朝鮮鷹の輸送と献上」丸山 大輝

東京大学史料編纂所との共同研究

維持管理行為

本格修理

対馬博物館開館記念イベントのお知らせ

出前講座・校外学習

「対馬版」朝鮮国信使絵巻作りプロジェクトについて

取材協力

寄贈・購入図書



3



4



5



6



7

宗家文庫史料目録
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対馬の好きな食べ物について聞きました

　対馬の海産物はすべて新鮮でとても美味しいですが、
特に「あなご」が大好きです。

　焼き牡蠣と海鼠を酢醤油で食べるのが好きです。

せんだんごととんちゃんです。

　一つ一つの作業を行うことにより、
対馬の歴史保存に携われる喜びを常に
感じています。毎日が貴重な経験です。

　古文書の修復をしています。変化の少な
い地味な仕事ですが、仕上がりを見ると、

「また次！」と思えます。

 　当センターには、国際色豊かで歴史
上大変貴重な資料が数多くあります。
これらの資料を初めて見た時の私の驚
きと感動を、ぜひ多くの方に伝えてい
きたいと考えています。

所長　  外園  利之

史料調査補助員　  浦田  良美

史料調査補助員　  小島  利恵子
　修復作業をしています。日々、コツ
コツと作業しながら愛情を持って一丁
一丁、文書と向き合っております !!

　しいたけ。日本中のしいたけを食べたことがあるわけではない
ですが、対馬のしいたけは日本一!!だと思っています。どんこ最高!!

史料調査補助員　  権藤  安子

　” ろくべえ ” 文化庁から「１００年フード」に
認定されました。独特の食感！製法も受け継がれて欲しいです。

　当センターで事務とそのほか雑事の
お手伝いをしています。時々、歴史の
本に目を通しています。

事務員　  秋永  千代子

　新鮮な魚です。お店でいただくものはもちろんですが、
自分で釣って捌いて食べる魚は格別です。

　学芸業務のほか、資料の閲覧・掲載・
貸与、レファレンス対応、広報を担当
しています。専門分野は日本近世史で
す。藩政史、鷹をめぐる社会と自然環
境をテーマに研究を行っています。

学芸員　  丸山  大輝

　業務内容は、収蔵品の整理やそれに伴う
作業補助、データ入力や環境整備などです。

事務補助員　  山下  恭子

    対馬の天草を使った、手作りのところてん！
市販のものとは全然香りが違います！

　事務補助業務のほか、印刷物全般の
デザインを担当しています。

事務補助員　  若松  香織

・佐護南里でイオン水と愛情をそそいで育てられたお米と木庭
作農法で栽培された蕎麦

・茂木浜地区で昔ながらについた孝行芋やヨモギが入ったお餅
・渡辺菓子舗の季節限定販売のイチゴ大福ときすじ

　所の事務事業の総括、予算の管理、執
行等のほか出納員としての業務を担当。
　私は漁港の近くで生まれ、船の音を子
守唄に育ったので、対馬の海岸や海、船
を見るとすごく落ち着きます。

課長　  冨田  和宏

　「お多幸」の一口カツです。良い時も悪いときも、ここで叱
咤激励されてきましたので。対馬の味です。

　学芸業務全般を担当。重要文化財指
定を受けた対馬宗家文書などの修理事
務や、収蔵品の調査・研究、整理を行っ
ています。一方で、宗家文書を用いた
研究をライフワークとしています。専
門は日本の近世政治・外交史

主任学芸員　  古川  祐貴

　対馬に来て海の幸が大好きになりました。
その中でもあこや貝の貝柱が一番好きです。
お刺身でも、焼いても揚げても最高です。
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資料閲覧室の利用について

　長崎県対馬歴史研究センター（以下、「当センター」）所蔵の資料を、資料閲覧室で閲覧できます。
　下記事項にご留意の上、ご利用ください。

午前 9 時 30 分から午後 4 時 30 分まで

無料（撮影含む）

１日あたり最大２組

土日・祝祭日および年末年始（12 月 29 日から 1 月 3 日まで）
ただし、業務の都合により閉室する場合があります。
詳しくは、研究センターのホームページ（https://tsushima-hrc.jp/) の資料閲覧予約システムにてご
確認ください。

閲覧を希望される方 ( 以下、「閲覧者」) は、閲覧希望日の 10 日前までに資料閲覧予約システムにて
ご予約ください。予約は閲覧希望日の 3 ヶ月前から可能です。（先着順）

なお、インターネット予約ができない場合は、当センターに直接電話でお申込みください。
( ℡ :0920-52-3687)

閲覧希望日の 10 日前に、当センターから予約確定メールをお送りします。
なお、資料の状態によっては、閲覧をお断りすることがあります。

やむを得ない理由によりキャンセルされる場合は、当センターに電話でご連絡をお願いします。
なお、無断キャンセル及びやむを得ない理由以外のキャンセルについては、次回からの利用を
お断りすることがあります。

来所当日は、予約確定メールをプリントアウト、あるいはメール画面表示にて、当センター ( 対
馬博物館 2 階 ) までお越しください。
なお、対馬博物館が開館するまでは、職員通路口のインターホンで当センター職員を呼び出し、
当センター職員の案内で入室してください。

開室時間

閉室日

利用料

利用人数

利用の手続き



17

閲覧者は、下記のことを遵守してください。従わない場合は、利用を停止することがあります。

利用日数は、最長連続する３日間とし、閲覧できる資料数は、1 日あたり最大 20 点とします。ただし、所
長が特に認める場合は、この限りではありません。
なお、二次資料 ( 紙焼き ) がある場合は、二次資料での閲覧をお願いします。( 二次資料の閲覧数は、閲覧
資料の点数には含めません。)

資料は丁寧にお取り扱いください。万一資料や設置備品等を汚損・破損又は紛失した場合は、現品又は相
当の対価をもって弁償していただくことがあります。

当センターでは、コピー ( 複写 ) サービスは行っておりません。撮影された資料や研究センターが提供した
資料画像を、書籍・論文・新聞・雑誌・テレビ、インターネット公開 ( ホームページやＳＮＳ等 ) 等で使用
される場合は、別途申請が必要となります。
なお、申請の様式は、当センターのホームページに掲載しています。

体調が悪い場合は、利用しないこと。(37.5 度以上の発熱がある方、咳やのどの痛み等がある方等 )

入室時の検温、マスクの着用、手指の消毒など新型コロナウィルス感染症対策に協力すること。

入口で渡す来館者用名札を常時着用すること。

許可されたエリア以外には立ち入らないこと。
また、資料閲覧室を離れる場合は当センター職員に連絡すること。

飲食 ( アメ等も含む ) 及び喫煙は行わないこと。

閲覧室には、カメラ、筆記用具、ノート、定規、パソコン、その他当センターが持ち込みを認めた物以
外は持ち込まないこと。

閲覧は手を洗った後、所定の場所で行い、閲覧後は資料を元の場所に返却すること。

シャープペンシルやインクの出るボールペン等は使用しないこと。
メモなどをとる際は、鉛筆を使用すること。

撮影は撮影台でカメラを固定して行うこと。

駐車は対馬博物館駐車場を利用すること。
なお、駐車台数に限りがあるため、できるだけ公共交通機関を利用すること。

当センター職員の指示に従うこと。

施設の管理上、対馬博物館に利用日時、所属情報を提供することに了承すること。

利用日数・閲覧資料点数

利用上の注意事項

汚損・破損等

利用の手続き
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研究入館者

資料貸出 /返却

寄託 /寄贈 / 購入

資料調査

レファレンス

1 日 1 組限定で研究者の受け入れを開始しました。令和３年度は、のべ 92 名を受け入れました。

なし

　寄託資料　なし
　寄贈資料　なし
　購入資料　なし

　令和３年度は、資料調査はありませんでした。

　当センター所蔵の資料や対馬の歴史に関する問い合わせにお答えしています。令和３年度に届いた主な
レファレンスは以下のとおりです。

　　・金鼓（平成 29 年度貸出分、九州国立博物館「対馬展」出品）
　　・青磁陽刻牡丹唐草文瓶（平成 29 年度貸出分、九州国立博物館「対馬展」出品）
　　・青磁竜透彫墩（平成 29 年度貸出分、九州国立博物館「対馬展」出品）
　　・観音菩薩坐像（平成 29 年度貸出分、九州国立博物館「対馬展」出品）
　　・十一面観音坐像（平成 29 年度貸出分、九州国立博物館にて調査・保管）
　　・如来形坐像（平成 29 年度貸出分、九州国立博物館にて調査・保管）
　　・梅花皮写象牙貼鞍（平成 29 年度貸出分、九州国立博物館「新・桃山展」出品）

　　・宗家や宗家文庫史料に関すること：2 件
　　・家の由緒や人物に関すること：4 件
　　・センターの利用（資料の閲覧・撮影）に関すること：2 件
　　・所蔵資料に関すること：5 件
　　・倭館について：4 件
　　・近代の対馬に関すること：3 件
　　・対馬藩関係施設の現在地について：2 件

返却資料

貸出資料

お問い合わせ内容
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三根郷
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佐護郷
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０ 10km

1:101,900
※内院は豆酘郷・与良郷
　どちらにも記載あり

※瀬は豆酘郷・佐須郷
　どちらにも記載あり

※中原村は伊奈郷

※今里村は佐須郷

対馬藩八郷の村々（文久元年時）

（出典）：「公儀御役人様御下向ニ付八郷村々惣出来高御年貢公役銀井知行人高家数孝行芋出来高牛馬数調帳」文久元年
( 長崎県対馬歴史研究センター所蔵対馬宗家文庫史料記録類Ⅰ郡奉行 I-11)
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　( 出典 )「毎日記 ( 江戸 )」( 東京大学史料編纂所所蔵、史料番号は表中に表記 )。
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　維持管理行為とは、クリーニング（ホコリ払い）、フラットニング（折れ・シワ伸ばし）、ブリッジ（繕
い）を主とするメンテナンス行為の総称です。損傷度の低い史料を対象としており、平成 21 年（2009）
度から実施しています。
　原則として、国の指定文化財（国宝・重要文化財）は、選定保存技術を有し、国立博物館の修理室
を利用できる団体が修理を行うこととなっています。しかし、対馬の地理的特性や、「対馬宗家関係
資料」の膨大さが考慮され、現地・対馬での修理（維持管理行為）が文化庁（国）から認められてい
ます。国の指定文化財の維持管理行為が認められているのは、全国でも当センターだけです。
　維持管理行為は文化庁、国宝修理装潢 ( そうこう ) 師連盟（平成 28 年〔2016〕度以降は修理工房 
宰匠〔ざいしょう〕株式会社）の指導があって初めて成り立つものであり、当センターでは年 3 回の
現地研修でもってそれが担保されています。なお、表紙の修理、綴じなどの史料の審美 ( 見た目 ) に
関わるものや、大量の水を用いた修理行為は維持管理行為として認められておらず、現地研修の際に
宰匠の技師による修理が行われます。
　日記類（毎日記）1 冊を修理するのに、当センター職員の作業と、宰匠技師の作業が必要であり、
長いもので 6 ヶ月かかります。維持管理行為は、それほど忍耐力と集中力が必要な作業なのです。（「対
馬宗家関係資料」については 97 ページもご参照下さい。）

　古文書はもろくなっているため、開くだけでも損傷してしまうことがあります。
当センターでは、そのような場合でも即対応することができるので、輸送コストや、
輸送中の事故、断片や付箋の紛失などのリスクをなくすことができます。
 また、本来ならば国立博物館のバックヤードでしか見ることができない重要文化
財の修理を間近で見学することができるという点も、他の施設にはない特色となっ
ています。
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クリーニング
（ホコリ払い）

フラットニング
（折れ・シワ伸ばし）

ブリッジ
（繕い） 現地研修の様子

史
料
の
表
面
や
綴
じ
部
分
（
ノ
ド
）
に
溜
ま
っ

た
チ
リ
や
ホ
コ
リ
、
虫
の
死
骸
、
糞
な
ど
を
柔
ら

か
い
刷
毛
で
取
り
除
い
て
い
き
ま
す
。
刷
毛
で
は

取
れ
な
い
場
合
に
は
、
文
化
財
専
用
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ク
リ
ー
ナ
ー
を
使
い
ま
す
。

作
業
箇
所
の
確
認
、
表
紙
の
修
理
、
綴
じ
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
作
業
を
保
留
に
し
て
お

い
た
部
分
に
つ
い
て
も
指
導
を
仰
ぎ
ま
す
。
修
理

の
仕
様
に
つ
い
て
は
都
度
協
議
し
、
よ
り
完
成
度

の
高
い
修
理
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

電
気
コ
テ
（
電
気
ア
イ
ロ
ン
）
と
、コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
と
い
う
温
度
を
調
節
す
る
道
具
を
使
用
し

て
、
高
温
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
、

折
れ
や
シ
ワ
を
一
枚
ず
つ
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

虫
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
穴
は
、
史
料
の
更
な
る

裂
け
や
破
れ
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ジ
は
、
穴
よ
り
も
一
回
り
ほ
ど
大
き
な
和

紙
を
使
っ
て
繕
っ
て
い
く
作
業
で
、
工
程
の
中
で

も
特
に
時
間
と
根
気
が
必
要
で
す
。

権
藤
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

ー
お
仕
事
の
キ
ャ
リ
ア
を
教
え
て

下
さ
い
。

　
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
時
代

に
、
一
〇
年
間
勤
務
を
し
て
い
ま

し
た
。
二
〇
二
一
年
か
ら
は
対
馬

歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
で
修
理
の
仕

事
に
ま
た
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ー
修
理
を
さ
れ
て
い
て
、
ふ
と
感

じ
る
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
ベ
テ
ラ
ン
の
方
と
も
よ
く
話
し

て
い
た
ん
で
す
が
、文
書
は
患
者
、

修
理
は
治
療
の
よ
う
な
も
の
で
、

労
わ
っ
て
治
し
て
あ
げ
る
作
業
だ

と
思
っ
て
ま
す
。
何
が
原
因
で
傷

ん
で
、
何
が
必
要
で
、
何
が
最
善

か
、
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
…

と
、
人
に
触
れ
る
よ
う
な
気
持
ち

で
、
毎
日
お
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
修
復
室
に
は
色
ん
な
刷
毛
が

あ
り
ま
す
。
糊
を
練
っ
た
り
、

塗
っ
た
り
、
ご
み
を
払
っ
た

り
、
用
途
に
合
わ
せ
て
使
い
分

け
て
い
ま
す
。
一
番
よ
く
使
う

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
用
の
小
さ
な
刷

毛
は
、
数
年
の
使
用
で
、
左
の

写
真
の
よ
う
に
す
り
減
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

史料調査補助員
権藤さん
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令和 3 年度の本格修理では下記の資料を修理しました。

・［辛卯御国書之写］（995-4-2）
・［国書之写］（995-5-2）
・［書契］9 点（997-2,997-3,997-7,997-9,997-10,997-11,997-14,997-15,1005-1-2）
・［遣東莱告交易書］（997-6-2）
・別幅 4 点（997-8,997-12,997-13,997-21）
・［書契案］（997-19-2）
・［吹嘘］（1004-15）

一紙物

・［朝鮮通信使宿所絵図］（V-4）
・［信使旅館絵図］（V-53）
・御返簡渡并御暇之節絵図面（V-70）
・［信使饗応桟原屋敷図］（V-72）

絵図類

・御在江戸毎日記（Ba-20）
・御在江戸中毎日記（Ba-32）

日記類

・就田代御絵久留米御家老中并絵図役人書状贈答記録　巻弐（記録類Ⅰ -3-D-39-1）
・就田代御絵久留米御家老中并絵図役人書状贈答記録　巻三終（記録類Ⅰ -3-D-39-2）
・就田代御絵図江戸御国御年寄中書状贈答記録　三（記録類Ⅰ -3-D-40）
・境川争論ニ付田代御代官并陶山庄右衛門より対府家老中書状贈答控（記録類Ⅰ -3-D-54）
・筑前・唐津御巡見之様子聞合之書付（記録類Ⅰ -3-G-7）
・極上人参御伺始終之記録（記録類Ⅱ -2-A ② -8）
・直丸様御部屋妊婦ニ付前渡覚書（記録類Ⅱ -3-O-1）

※いずれも（）は対馬宗家文庫史料の目録番号　

記録類

　維持管理行為では対処できないほど損傷の激しい史料は、選定保存技術を有する国宝修理装潢 ( そ
うこう ) 師連盟加盟工房＝修理工房 宰匠 ( ざいしょう ) 株式会社に委託して修理を行っています。
　当センターでは平成 27 年（2015）度から「対馬宗家関係資料」の本格修理を開始し、昨年度か
ら第 2 期修理計画（2020 ～ 24 年度）へ移行しています。
　なお、平成 29 年（2017）度から令和 4 年（2022）度までの 6 ヶ年間は、修理費用の一部を公益
財団法人朝日新聞文化財団に助成いただいております。

対馬宗家関係資料の



97

対馬歴史研究センターでは、毎年修理の成果報告チラシを下記のとおり作成しております。
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　宗教法人 多久頭魂（たくずだま）神社が所蔵する重要文化財「高麗版一切経」（長崎県対馬歴史研
究センター寄託）も、宰匠による本格修理が行われています。修理は、文化庁・長崎県・対馬市の
補助金、公益財団法人住友財団の文化財保護助成を受けて実施されています。（高麗版一切経のあら
まし、修理計画については、右ページ成果報告チラシをご参照ください。）
　また、本書 52 ページから 63 ページに、【研究論文】「重要文化財「高麗版一切経　附　大般若経」　
の修理における補修紙作製」を掲載しておりますので、併せてご覧ください。

　厳原町豆酘に所在する神社。対馬
独特の信仰として知られる天道信仰
の拠点であり、対馬六観音の一つで
ある十一面観音像を祀っています。
神社であるにもかかわらず仏像やお
経が伝わるのは、元々同神社が（豆
酘）観音堂を前身としているためで
す。現在同神社に伝来する梵鐘（国
指定重要文化財）には、以前の梵鐘
が寛弘 5 年（1008）に「酘豆御寺」
のために製作されたことが記されて
います。

多久頭魂神社とは

　多久頭魂神社所蔵「高麗版一切経」は、大きな冊子の形をしています。一般的な、蛇腹に
折られたお経とは姿形が異なり、その大きさは、何と 1 冊あたり縦 40cm ×横 32cm。大き
な一枚の紙を半分に折って、それを 100 枚以上積み上げて一冊をなしているのです。

　これだけ厚みがあるので、その綴じ方も特殊です。一見すると、朝鮮半島の冊子によく見
られる五つ目綴じですが、解体してみると、五つ目綴じの穴とは別の穴が 5 つ開けられ、そ
こに紙で作った釘（紙釘）を打ち込んで固定されていることが分かりました。紙釘と五つ目
綴じの両方によって頑丈に綴じられていたのです。1 枚ずつに解体して修理しなければなら
なかったことから、この紙釘も新たに作り直しました。

　また、1 冊のお経の中には様々な質の紙が使われていることが分かりました。修理に際し
ては、それらの紙を色味・繊維（素材）・厚みなどの項目によって分類し、512 種類以上もの
補修紙を作る（再現する）ところから始まりました。分類は 1 枚 1 枚、宰匠技師の目によっ
てなされ、元々使われていた紙に限りなく近付けていきました。

使用されていた紙釘 一冊の中でも質の異なる紙 紙質によって再現された補修紙

高麗版一切経の構造
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対馬歴史研究センターでは、毎年修理の成果報告チラシを下記のとおり作成しております。
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Ⅲ
国内外の研究
機関との連携

101
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国内外の研究機関との連携
　研究センターでは令和元年度から、東京大学史料編纂所との共同研究を進めています。令和 3 年度
はデータベースに搭載するために下記資料の３D 撮影を実施しました。

　また、九州国立博物館写場にて、今年度本格修理をした絵図類 4 点を高精細画像として撮影しました。

「義和」印の 3D 撮影の様子

九州国立博物館での高精細画像撮影の様子

名称 品質形状 員数 時代 備考 目録番号
「義章」印 真鍮製、朱文単郭方印 1 顆 朝鮮時代後期（19 世紀）912g 印章類 69-5-1
図書「義章」円筒形容器 真鍮製 1 合 朝鮮時代後期（19 世紀）744g、毛氈 1 枚（底敷き） 印章類 69-5-1

「義和」印 真鍮製、朱文単郭方印 1 顆 朝鮮時代後期（19 世紀）印重量 926g、図書印 印章類 76-1
図書「義和」円筒形容器 真鍮製 1 合 朝鮮時代後期（19 世紀）1112g、毛氈 1 枚（底敷き）印章類 76-1
桐紋釘隠（大） 銅打出鍍金 1 点 江戸時代 ― 器物 93-1-1
図書「義和」皮製押さえ 皮製 1 個 朝鮮時代後期（19 世紀）― 印章類 76-1
亀卜 骨製 1 個 江戸時代 ― 歴史資料・その他購 22

「義質花押」印 木製 1 顆 江戸時代 ― 印章類 77-20-35
白磁盃 染付で亀と「七十翁／義和賀」を描く 1 口 近代 陶磁器 103-12

「義蕃花押」印 木製 1 顆 江戸時代 ― 印章類 77-20-20
「義質」印 石製、朱文複郭円印 1 顆 江戸時代 ― 印章類 77-2-2
「嚴原縣廳」印 木製、朱文単郭方印 1 顆 ― 印章類 77-19-32
「對馬文庫」印 木製、朱文単郭方印 1 顆 ― 印章類 77-19-32
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対馬博物館開館イベント
　令和 4 年 4 月に開館する対馬博物館の開館を記念し、シンポジウムとワークショップを開催します。
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出前講座
　令和３年度は対馬市内の学校に出向く出前授業を計３回実施しました。

　　令和３年１０月１９日（火）　乙宮小学校　　「朝鮮通信使と対馬の歴史」
　　令和３年１１月 5 日（金）　　豊玉高等学校　「朝鮮通信使と行列絵巻」
　　令和３年１２月１５日（水）　対馬高等学校　「朝鮮通信使と行列絵巻」

豊玉高校 (2021.11.8)

対馬高校 (2021.12.15)
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乙宮小学校 (2021.10.26)

厳原中学校 (2021.11.8)

校外学習の受け入れ
　昨年度に引き続き、修学旅行等で博物館を訪れた子どもたちの見学を受け入れました。また、厳原
中学校と虹の原特別支援学校対馬分教室の校外学習では、学校からの希望があったテーマについて講
座を実施しました。

　　令和３年６月１１日（金）　　豊玉小学校修学旅行　
　　令和３年１０月２０日（水）　豊小学校修学旅行
　　令和３年１０月２６日（火）　乙宮小学校社会科見学
　　令和３年１１月８日（月）　　厳原中学校校外学習　「江戸時代の鳥獣害問題と陶山訥庵」
　　令和４年１月１４日（金）　　虹の原特別支援学校対馬分教室校外学習　「朝鮮通信使と行列絵巻」
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馬版対 朝鮮国信使絵巻を作っています

　対馬博物館開館記念として、対馬の子どもたちが描いた「対馬版」朝鮮通信使絵巻を作るプロ
ジェクトが進行しています。「朝鮮国信使絵巻（文化度）」を線画にしたものを８０枚にカットし、
小学生以下の子どもたちにはその線画に塗り絵をしてもらい、中学生以上の子どもたちには自分
なりの朝鮮通信使を描いてもらいました。多数のご応募をいただき、全部で 1140 枚の作品が集ま
りました。

　選ばれた作品を和紙に転写し、修理工房宰匠株式会社の技術者により、絵巻に仕立てます。
出来上がった「対馬版」朝鮮国信使絵巻は、研究センターで大切に保管され、今後は企画展など
で展示していく予定です。また、選ばれなかった作品も、原画展などでの展示を予定しています。

　研究センターで抽選を行い、小学生以下の塗り
絵作品 80 枚、中学生以上の模写作品 80 枚を選出
しました。

対馬高校・豊玉高校での絵巻作りワークショップの様子

対馬歴史研究センターでの抽選会の様子 (2022.2.10)
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取材協力
　当センターでは、対馬の歴史や所蔵資料に関する各種メディアへの取材協力及び所蔵資料を刊行物等に
掲載するにあたっての依頼に協力しています。本年度は以下のとおりです。

種別 申請者 資料名 番組名・書籍名

掲載 実教出版株式会社 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫）

放映 上対馬振興部上県行政サービスセンター　吉原知子「日々記」（宗家文庫）

掲載 株式会社アーテファクトリー 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫）

掲載 株式会社山川出版社 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫）

掲載 株式会社悠工房 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫）

掲載 株式会社アフロ 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫）

掲載 株式会社アフロ 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫）

掲載 NPO 法人朝鮮通信使縁地連絡協議会　松原一征
「朝鮮国信使絵巻（上・下巻）」（宗家文庫） 
「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫） 
「七五三盛付繰出順之絵図」（宗家文庫）

『朝鮮通信使ジャーナル　2021 夏号』（釜山文化財団発行）

放映 株式会社クリエイティブ・ジョーズ 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫） NHK 大阪「ちゃうんちゃう？」

掲載 株式会社フォト・オリジナル 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫）

掲載 実教出版株式会社 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫）

掲載 対馬市教育員会 「御誂物控」（宗家文庫） 『広報つしま 9 月号　対馬歴史人物伝』

その他 対馬市長　比田勝尚喜
「朝鮮国信使絵巻（上・下巻）」（宗家文庫） 
「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫） 
「七五三盛付繰出順之絵図」（宗家文庫）

朝鮮通信使歴史館での展示

その他 公益財団法人　藺島文化振興財団 「元禄対馬国絵図」（宗家文庫） 松濤園所蔵品展Ⅱ「海上パレード！朝鮮通信使と海」での展示

掲載 株式会社かみゆ 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫） 『だからわかる鎌倉時代』

掲載 対馬市教育員会 「大順院公御実録取立」（宗家文庫） 『広報つしま 11 月号　対馬歴史人物伝』

放映 九州大学人文科学研究院　岩崎義則 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫） 長崎県県政 150 周年記念シンポジウム基調講演

掲載 サイバー・ネット・コミュニケーションズ株式会社「朝鮮国信使絵巻（上・下巻）」（宗家文庫）

掲載 株式会社学び舎 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫） 安井俊夫他編『ともに学ぶ人間の歴史』

掲載 時蔵株式会社 「朝鮮国信使絵巻（上・下巻）」（宗家文庫）

掲載 対馬ロータリークラブ 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫） 対馬ロータリークラブ 40 周年記念誌

掲載 株式会社学研プラス 「朝鮮国信使絵巻（上・下巻）」（宗家文庫）

掲載 株式会社かみゆ 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫） 『世界史の強い国』

掲載 株式会社大月書店 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫）

その他 国立歴史民俗博物館　荒木和憲
「諸船長サ方深サ書附」（宗家文庫） 
「御手荷船拾参反帆　春日丸」（宗家文庫） 
「飛船小早三拾弐挺立積七端帆」（宗家文庫）

国立歴史民俗博物館企画展示「中世武士団ー地域に生きた武家の領主ー」 
※図録にも使用

掲載 対馬市文化交流課 「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫）

掲載 東京書籍株式会社 「草梁倭館図」（宗家文庫）

掲載 株式会社ミネルヴァ書房 長崎県立対馬歴史民俗資料館時代の収蔵庫写真 福田千鶴・藤實久美子編『近世日記の世界』

放映 NHK 大阪拠点放送局
「毎日記」（宗家文庫） 
「館守条書」（宗家文庫） 
「元禄対馬国絵図」（宗家文庫）

NHK 大阪「歴史探偵～本当に鎖国だったのか！？」

掲載 株式会社学研プラス 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫）

掲載 法政大学能楽研究所　宮本圭造 「奉公帳」（宗家文庫） 法政大学能楽研究所『近世諸藩能役者由緒書集成（下）』

掲載 松田孝一 「事林広記」（宗家文庫） 『Persian World Histories Reconsidered』

掲載 対馬博物館

「宗義和図書」（宗家文庫） 
「朝鮮国信使絵巻（上・下巻）」（宗家文庫） 
「鴛鴦図」（宗家文庫） 
「以酊庵輪番記」（宗家文庫）ほか

『対馬博物館開館記念図録』 
『対馬博物館開館記念特別展図録』

掲載 株式会社童夢 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫） 『江戸時代大百科』第 5 巻（ポプラ社）

その他 公益財団法人　藺島文化振興財団 「寛永十二乙亥年三月十一日於御前義成様ト豊前対決之
御座配」（宗家文庫） 令和３年度松濤園所蔵品展Ⅴ「柳川一件と馬上才」

掲載 株式会社ふくろう出版 「朝鮮国信使絵巻」（宗家文庫 ) 『友好交流を求めて　大和塾を探す旅』

掲載 首藤佳佑 宗家文庫史料（翻刻にて掲載） 『文学部の新しい波』（千葉大学）

掲載 対馬博物館

「対馬国絵図」（宗家文庫） 
「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫） 
「海豹図」（宗家文庫） 
「皮古三甫羅宣略将軍虎賁衛副護軍告身」（早田家文書）

『対馬博物館開館記念図録』 
『対馬博物館開館記念特別展図録』

その他 吉川潤 宗家文庫史料（講義での使用）

掲載 対馬市教育員会
「清水山城図・金石城図」（宗家文庫） 
「金石城図」（宗家文庫） 
「朝鮮国信使絵巻（文化度）」（宗家文庫）

掲載 株式会社学研プラス 「朝鮮国信使絵巻（下巻）」（宗家文庫）

その他 対馬博物館

「規伯玄方像」（西山寺関係資料） 
「老中連署奉書」（西山寺関係資料） 
「訳官記」（西山寺関係資料） 
「古以酊庵絵図」（宗家文庫）

開館記念特別展「対馬の外交Ⅰ　以酊庵―京都両足院秘蔵資料にみるそ
の役割―」 
※図録でも使用

掲載 対馬博物館
「青磁牡丹唐草文花瓶」（多久頭魂神社資料） 
「青磁透彫龍文墩」８多久頭魂神社資料） 
「高麗版大般若経」（長松寺資料）

『対馬博物館開館記念図録』
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寄贈・購入図書 (2021.3.1～2022.3.31)
♦刊本

現代語訳　　胡砂吹く風〈前編） NPO 法人　対馬郷宿（半井桃水館）
現代語訳　　胡砂吹く風〈後編） NPO 法人　対馬郷宿（半井桃水館）
越後文書宝翰集　色部氏文書Ⅳ 新潟県立歴史博物館
人の一生　安曇野に生きる 安曇野市教育委員会　安曇野市豊科郷土博物館
租税史料叢書第十巻　『税務執行関係史料集Ⅱ　～昭和戦前編～』 税務大学校税務情報センター　租税史料室
分類紀事大綱Ⅴ　―對馬島宗家文書資料集６― 國史編纂委員会
小倉城と城下町 北九州市立自然史・歴史博物館　　杉本雅子
朝倉市の文化財ガイドブック 朝倉市教育委員会
空の神様けむいので－ラスト・プリンセス徳恵翁主の真実 株式会社　影書房
　楽　らく　021 年ｖｏｌ .53　特集対馬－源流と人 株式会社イーズワークス
月刊歴史街道－日本と朝鮮半島の 2000 年史 後藤淳一　株式会社 PHP 研究所
戦後大衆文化史の軌跡－緒形拳とその時代 公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団
日本の社会史第 1 巻　列島内外の交通と国家 株式会社岩波書店
キーパーソンと時代の流れで一気にわかる　　鎌倉・室町時代 朝日新聞出版
華夷変態の東アジア―近世日本・朝鮮・中国三国関係史の研究 程永超
近世日朝交流史料叢書Ⅱ　方長老上京日史飲冰行記 ゆまに書房
分類紀事大綱Ⅰ　―對馬島宗家文書資料集 1― 國史編纂委員会
分類紀事大綱Ⅱ　―對馬島宗家文書資料集 2― 國史編纂委員会
分類紀事大綱Ⅲ　―對馬島宗家文書資料集 3― 國史編纂委員会
分類紀事大綱Ⅳ　―對馬島宗家文書資料集 4― 國史編纂委員会
分類紀事大綱Ⅴ　―對馬島宗家文書資料集 5― 國史編纂委員会

♦報告書
鷹・鷹場・環境 NEWS　総集号 九州大学基幹教育院
公家町遺跡発掘調査報告書―同志社幼稚園移転新築工事の伴う発掘調査― 同志社大学歴史資料館
旅と恋愛 ちくごアートフォーム計画実行委員会
守れ！文化財～モノとヒトに光を灯す～　2020 年度事業報告書 「守れ！文化財～モノとヒトに光を灯す～　」事業実行委員会
鹿児島国際大学ミュージアム調査研究報告　第 18 集 鹿児島国際大学国際文化学部博物館実習施設・鹿児島国際大学ミュージアム
高知に関する研究・文献目録（歴史・考古・民俗） 高知県立高知城歴史博物館
中世日本　東アジア交流史関係史料集成（稿）　記録編 荒木　和憲（研究者代表）
中世日本　東アジア交流史関係史料集成（稿）　文書編 荒木　和憲（研究者代表）
中世日本　東アジア交流史関係史料集成（稿）　典籍編・銘文編 荒木　和憲（研究者代表）
大野城市の戦争とくらし 大野城市教育委員会
慶長・元和期の豊臣「公儀」変質過程の研究―豊臣秀頼発給文書の分析― 福田千鶴
史跡金石城跡及び名勝旧金石城庭園　保存活用計画 対馬市教育委員会
史跡原城跡　保存活用計画 南島原市
沖代条里の調査　本編 大分県立歴史博物館
九州国立博物館　文化財修理報告　平成 21 － 22 年度 九州国立博物館
竹紙の現在と文化財修理 一般社団法人　国宝修理装潢師連盟
明朝中国関係文書の比較研究－台湾所在史料を中心に－ 東京大学史料編纂所一般共同研究

♦目録
広島頼家関係資料目録 広島県教育委員会
令和 2 年度　古文書資料目録　26 福岡市総合図書館文学・文書課
旧御笠郡乙金村　高原（康）家文書概要調査報告書 大野城市教育委員会
横浜市歴史博物館資料目録　第 29 集 （公財）横浜市ふるさと歴史財団
横浜市歴史博物館調査研究報告　VOL.17　横浜市港南区最戸　笠原市郎氏旧蔵　笠原靖幸氏所蔵資料目録 （公財）横浜ふるさと歴史財団　　　　　　

♦図録
洋画家・書家・コレクター　中村不折－伊那谷から世界へ 長野県立歴史館
ないじぇる芸術共創ラボ展時の束を披く－古典籍から生まれるアートと翻訳－展示会開設図録 国文学研究資料館
東アジアを駆け抜けた身体－スポーツの近代－ 国立歴史民俗博物館
特別展「復興を支える地域の文化－３・１１から１０年」 国立民族学博物館

「動乱の世から太平の世へ－戦国を乗り越えた人々のくらし－」展示図録 公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
伝えられた「日本」地図にみる日本のすがたとその変遷 西南学院大学博物館
ジャダイカ・コレクション　　ユダヤ教の祝祭 西南学院大学博物館
特集展示　海の帝国琉球－八重山・宮古・奄美からみた中世－ 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　国立歴史民俗博物館

「鬼島津」が遺したもの－文禄・慶長の役と島津義弘－ 佐賀県立名護屋城博物館
名刀「博多藤四郎」の輝き－戦国を生き抜いた武士の絆－ 博多藤四郎展実行委員会
企画展　よみがえる山内家資料の美と歴史　－伝統の技がなす文化財修理の世界－ 高知城歴史博物館
ひとのすがた、いのりのかたち－肖像彫刻の世界－ 熊本博物館
大地とモノが語る熊本地震　震災を振り返る 熊本博物館
特別展　奈良・中宮寺の国宝 日本経済新聞社
特別展示　天神縁起の世界 九州国立博物館
御大典記念　特別展　よみがえる正倉院宝物－再現模造にみる天平の技－ 朝日新聞社
黄雀文庫所蔵　鯰絵のイマジネーション 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　国立歴史民俗博物館
令和 3 年度夏季企画展　青少年義勇軍が見た満州－創られた大陸の夢 長野県立歴史館
特別展　横浜の仏像－しられざるみほとけたち 横浜市歴史博物館
ユニバーサルミュージアムさわる！ ” 蝕 ” の大博覧会 国立民族学博物館
日蓮聖人と法華文化 「日蓮聖人と法華文化」展実行委員会　新潟県立歴史博物館　　山梨県立博物館
長崎口と和華蘭文化―異文化のさざ波― 西南学院大学博物館
学びの歴史像―わたりあう近代― 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　国立歴史民俗博物館
アイヌのくらし―時代・地域・さまざまな姿 公益財団法人アイヌ文化財団
宣教師とキリシタン―霊性と聖像のかたちを辿って 西南学院大学博物館
令和 3 年度冬季企画展　郷愁の画家丸山晩霞―師友とその時代 長野県立歴史館
企画展「美術の眼、考古の眼」 公益財団法人　横浜市ふるさと歴史財団
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♦複製資料
重要文化財「対馬宗家関係資料」の修理から見た「毎日記」の生成 古川祐貴・藤井良昭・堀田圭吾
館守『毎日記』に見る草梁倭館の交奸事件―元禄三（一六九〇）年の事例をもとに― 迫田ひなの
鎌倉期少弐氏による対馬支配と代官宗氏 松尾大輝
自誓受戒の好相行・好相をめぐる考察－近世期・真言律系を中心に－ 高松世津子
近世戒律復興における野中寺中興慈忍慧猛の事績と霊験について 高松世津子
近世天台宗寺門派義瑞性慶の事績と自誓受戒 高松世津子
近世戒律復興の明忍と了性－その事績と臨終瑞相をめぐって－ 高松世津子
月潭道澂自筆資料－「明忍和尚行業曲記」翻刻と解題 高松世津子
南北朝期宗氏による対馬支配と少弐氏 松尾大輝

♦逐次刊行物
ＲＥＫＩＨＡＫＵ　0002　特集いまこそ、東アジア交流史 国立歴史民俗博物館
國學院大學博物館　研究報告第 37 輯 國學院大學博物館
民具マンスリー第 53 巻 10 ～ 12 号 神奈川大学日本常民文化研究所
歴史と民俗　37 神奈川大学日本常民文化研究所
東洋大学文学部紀要　第 74 集　史学科篇　第 46 号 東洋大学
長崎市長崎学研究所紀要　長崎学　第 5 号 長崎市長崎学研究所
九州文化史研究所紀要　第六十三～六十四号 " 九州大学付属図書館付設記録資料館　九州文化史資料部門 "
三井文庫論叢　第 54 号 公益財団法人　三井文庫
国立歴史民俗博物館研究報告　第 224 集 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　　国立歴史民俗博物館
東京大学史料編纂所研究紀要　第 30 号 東京大学史料編纂所
東京大学史料編纂所報　第 55 号 東京大学史料編纂所
史学研究集録　第 44 ～ 45 号 國學院大學大学院史学専攻大学院会
国立歴史民俗博物館研究報告　第 227 集 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　　国立歴史民俗博物館
新潟県立歴史博物館研究紀要　第 22 号 新潟県立歴史博物館
長崎歴史文化博物館研究紀要　第 15 号 長崎歴史文化博物館
訳官使・通信使とその周辺　3 「訳官使・通信使とその周辺」研究会　
白山史学　第五十七号 白山史学会
山口県史研究　第 29 号 山口県
海港都市研究　第 16 号 神戸大学大学院人文学研究科　海港都市研究センター
調査研究書　第 45 集 佐賀県立博物館・佐賀県立美術館
西南学院大学博物館研究紀要　第 9 号 西南学院大学博物館
福岡市総合図書館　研究紀要　第 21 号 福岡市総合図書館
国立歴史民俗博物館研究報告　第 228 集 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　　国立歴史民俗博物館
研究紀要　第 27 集 佐賀県立名護屋城博物館
国立歴史民俗博物館研究報告　第 223 集 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　　国立歴史民俗博物館
国立歴史民俗博物館研究報告　第 225 ～ 226 集 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　　国立歴史民俗博物館
鷹・鷹場・環境研究　ｖｏｌ．３ 九州大学基幹教育院福田研究室
北九州市立自然史・歴史博物館研究報告　B 類　歴史　第 18 号 北九州市立自然史・歴史博物館
日本學論集　42 慶熙大學校　大學院　日語日文學科
東京大学史料編纂所附属　画像史料解析センター通信 92 号 東京大学史料編纂所
嶽南風土記　第 28 号 有家史談会
大分県立歴史博物館　研究紀要　21 大分県立歴史博物館
民具マンスリー第 54 巻 1 ～ 3 号 神奈川大学日本常民文化研究所
長野県立歴史館　研究紀要　第 27 号 長野県立歴史館
高知県立高知城歴史博物館　 研究紀要　第 3 号 高知県立高知城歴史博物館
ＲＥＫＩＨＡＫＵ　003　日記がひらく歴史のトビラ 国立歴史民俗博物館
伊能忠敬記念館年報　第 22 号 伊能忠敬記念館
東風西声　九州国立博物館紀要　第 16 号 九州国立博物館
訳官使・通信使とその周辺　4 「訳官使・通信使とその周辺」研究会　
東京大学史料編纂所附属　画像史料解析センター通信 93 号 東京大学史料編纂所
国立歴史民俗博物館要覧　2021 国立歴史民俗博物館
昭和のくらし研究　第 18 号 昭和館
朝鮮通信使　　JOSEON　TONGSINSA　JOUNAL・SUMMER2021 夏号 姜　東秀　（財）釜山文化財団
佐賀県立佐賀城本丸歴史館　研究紀要　第 16 号 佐賀県立佐賀城本丸歴史館
民具マンスリー第 54 巻 4 号～ 7 号 神奈川大学日本常民文化研究所
横浜市歴史博物館　紀要　VOL．25 横浜市歴史博物館
北東アジア研究　第 26 号～ 28 号 島根県立大学　北東アジア知己研究センター
北東アジア研究　別冊第 3 ～ 5 号 島根県立大学　北東アジア知己研究センター
北東アジア研究　第 29 ～ 31 号 島根県立大学　北東アジア知己研究センター
地方史研究　第三七八号　第 65 巻第 6 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三八四号　第 66 巻第 6 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三八五号　第 67 巻第 1 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三八六号　第 67 巻第 2 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三八七号　第 67 巻第 3 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三八八号　第 67 巻第 4 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三八九号　第 67 巻第 5 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九〇号　第 67 巻第 6 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九一号　第 68 巻第 1 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九二号　第 68 巻第 2 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九三号　第 68 巻第 3 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九四号　第 68 巻第 4 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九五号　第 68 巻第 5 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九六号　第 68 巻第 6 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九七号　第 69 巻第 1 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九八号　第 69 巻第 2 号 地方史研究協議会
地方史研究　第三九九号　第 69 巻第 3 号 地方史研究協議会
地方史研究　第四〇〇号　第 69 巻第 4 号 地方史研究協議会
地方史研究　第四〇一号　第 69 巻第 5 号 地方史研究協議会
地方史研究　第四〇二号　第 69 巻第 6 号 地方史研究協議会
地方史研究　第四〇三号　第 70 巻第 1 号 地方史研究協議会
地方史研究　第四〇四号　第 70 巻第 2 号 地方史研究協議会



112

地方史研究　第四〇五号　第 70 巻第 3 号 地方史研究協議会
地方史研究　第四〇六号　第 70 巻第 4 号 地方史研究協議会
地方史研究　第四〇七号　第 70 巻第 5 号 地方史研究協議会
日本史研究　第四八一号～第六一五号 日本史研究会
日本史研究　第六四八号 日本史研究会
日本史研究　第六七七号～第七〇四号 日本史研究会
日本歴史　第 192 号 吉川弘文館
日本歴史　第 199 号 吉川弘文館
日本歴史　第 216 号 吉川弘文館
日本歴史　第 224 号 吉川弘文館
日本歴史　第 241 号 吉川弘文館
日本歴史　第 290 号 吉川弘文館
日本歴史　第 306 号 吉川弘文館
日本歴史　第 308 号 吉川弘文館
日本歴史　第 321 号 吉川弘文館
日本歴史　第 371 号 吉川弘文館
日本歴史　第 429 号 吉川弘文館
日本歴史　第 458 号 吉川弘文館
日本歴史　第 463 号 吉川弘文館
日本歴史　第 538 号 吉川弘文館
日本歴史　第 547 号 吉川弘文館
日本歴史　第 737 号 吉川弘文館
日本歴史　第 742 号～第 757 号 吉川弘文館
日本歴史　第 759 号～第 783 号 吉川弘文館
日本歴史　第 785 号～第 825 号 吉川弘文館
日本歴史　第 827 号～第 830 号 吉川弘文館
日本歴史　第 832 号～第 881 号 吉川弘文館
歴史評論　No.730 ～ No.739 校倉書房
歴史評論　11 月別冊 校倉書房
歴史評論　No.740 ～ No.747 校倉書房
東京大学史料編纂所附属　画像史料解析センター通信 94 号 東京大学史料編纂所
九州歴史資料館　研究論集　46 九州歴史資料館
ＲＥＫＩＨＡＫＵ　004　歴史のなかの疫病 国立歴史民俗博物館
日本史研究　第七 一 一 号 日本史研究会
国立歴史民俗博物館研究報告　第 229 集 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　　国立歴史民俗博物館
民具マンスリー第 54 巻 8 ～ 9 号 神奈川大学日本常民文化研究所
東京大学史料編纂所研究紀要　第 31 号 東京大学史料編纂所
東京大学史料編纂所報　第 56 号 東京大学史料編纂所
大阪歴史博物館年報　令和 2 年度 大阪歴史博物館
朝鮮通信使　　JOSEON　TONGSINSA　JOUNAL・AUTUMN2021 秋号 姜　東秀　（財）釜山文化財団
史料館研究紀要　第二六号 大分県立先哲史料館
長崎県対馬歴史研究センター所報 No. １ 長崎県対馬歴史研究センター
国立歴史民俗博物館研究報告　第 230 集 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　　国立歴史民俗博物館
木簡研究　第四三号 木簡学会
東京大学史料編纂所附属　画像史料解析センター通信 95 号 東京大学史料編纂所
日本學論集　４３ グローバル琉球沖縄研究所＆慶熙大学大学院日本学研究会
國學院大學博物館　研究報告第 38 輯 國學院大學博物館
訳官使・通信使とその周辺　5 「訳官使・通信使とその周辺」研究会　
海港都市研究　第 17 号 神戸大学大学院人文学研究科　海港都市研究センター
国立歴史民俗博物館研究報告　第 231 集～第 232 集 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　　国立歴史民俗博物館
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